
　
集
会
で
は
、
佐
々
木
悦
子
医

労
連
委
員
長
の
主
催
者
挨
拶
の

後
、
総
行
動
に
賛
同
す
る
日
本

医
師
会
と
日
本
歯
科
医
師
会
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
、

医
療
・
社
会
保
障
分
野
に
関
わ

る
全
て
の
人
の
想
い
を
、
こ
の

総
行
動
が
反
映
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
国

会
か
ら
も
日
本
共
産
党
、
立
憲

民
主
党
、
れ
い
わ
新
選
組
の
議

員
か
ら
、
激
励
の
言
葉
を
受
け

　
全
厚
労
の
「
動
い
て
動
い
て

動
い
て
」
の
提
起
を
受
け
て
、

各
組
織
で
の
地
元
議
員
訪
問
活

動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
９
月
28
日
、
広
厚
労
が
県
の

大
会
後
に
地
元
選
出
の
佐
藤
公

治
議
員
（
立
憲
）
と
小
島
敏
文

議
員
（
自
民
）
の
事
務
所
を
訪

れ
、
全
厚
労
の
「
国
会
議
員
へ

の
要
請
書
」
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
10
月
６
日
に
は
、
徳
厚
労
が

こ
ち
ら
も
大
会
後
に
４
名
の
労

組
役
員
で
選
挙
事
務
所
へ
赴
き
、

以
前
か
ら
繋
が
り
が
あ
り
、
本

人
も
医
師
で
あ
る
衆
議
院
厚
労

委
員
・
仁
木
博
文
議
員
（
自
民
）

と
直
接
懇
談
し
ま
し
た
。
議
員

と
は
地
元
の
医
療
・
介
護
体
制

の
課
題
や
国
の
制
度
等
に
つ
い

て
、
約
40
分
間
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。
仁
木
議
員
か
ら
は

「
要
望
書
の
内
容
は
そ
の
通
り
。

解
散
前
に
も
厚
労
省
に
働
き
か

け
る
」
と
の
対
応
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　
特
別
ゲ
ス
ト
に
は
、「
Ｔ
Ｖ

で
は
見
ら
れ
な
い
芸
人
」
の
松

元
ヒ
ロ
さ
ん
が
登
壇
。
ヒ
ロ
さ

ん
は
「
ザ
・
コ
ン
ト
　
ニ
ュ
ー
ス

ペ
ー
パ
ー
」
の
立
ち
上
げ
メ
ン

バ
ー
で
当
時
か
ら
政
治
・
社
会

風
刺
で
一
世
を
風
靡
。
あ
る
Ｔ

Ｖ
局
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
か
ら

「
ヒ
ロ
さ
ん
、
ぜ
ひ
独
立
し
な

よ
」
と
促
さ
れ
、
独
立
を
決
断

し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
途
端
に
そ

っ
ぽ
を
向
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
。「
そ
り
ゃ
な
い
よ
」
と
思

っ
た
け
れ
ど
、
全
国
各
地
を
回

っ
て
の
公
演
は
、
フ
ァ
ン
の
女

性
た
ち
（
男
性
で
は
な
く
）
が

チ
ケ
ッ
ト
を
ま
と
め
て
買
っ
て

広
め
て
く
れ
、
いつ
も
完
売
御
礼
。

ヒ
ロ
さ
ん
は
、「
こ
れ
ぞ
裏
金
な

ら
ぬ
、
女
性
（
助
成
）
金
で
す
」

と
笑
い
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　
石
川
県
か
ら
の
地
震
・
豪
雨

被
災
の
特
別
報
告
の
他
、
各
分

野
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
、
厚
労
省

へ
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
と
続

き
、
最
後
に
銀
座
パ
レ
ー
ド
で

道
ゆ
く
人
に
「
い
の
ち
ま
も

れ
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
23
年
度
に
取
り
組
ん
だ
「
ポ
チ
ッ
と
学
習
15
」
が
、
職
場
を
良
く
す
る
学
習
テ
ー
マ
10
本
に
倍
化
、

視
聴
期
間
も
２
年
間
（
26
年
９
月
末
ま
で
）
に
増
や
し
て
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト
。
講
師
は
お
な
じ
み
長

久
啓
太
氏
（
岡
山
県
学
習
協
）
で
、
優
し
い
語
り
口
と
分
か
り
や
す
さ
が
好
評
で
す
。Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
、
又

は
全
厚
労
組
合
員
専
用
ペ
ー
ジ
か
ら
視
聴
で
き
ま
す
（
パ
ス
ワ
ー
ド
は
各
労
組
本
部
に
お
尋
ね
下
さ
い
）。

　
９
月
26
日
、
日
比
谷
野
音
に
て
、「
医
療
・
介
護
・
福

祉
に
国
の
予
算
を
増
や
せ
！
９
・
26
い
の
ち
ま
も
る
総
行

動
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）」
が
開
催
さ
れ
、
全
厚
労
各

組
織
か
ら
89
名
、
全
体
で
２
４
０
０
人
が
集
ま
り
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
も
全
国
１
８
０
ヵ
所
で
視
聴
さ
れ
ま
し
た
。

広島・徳島

9月下旬とは思えない暑さの中、銀座を元気よくパレード

面白おかしく政治や社会を
風刺する松元ヒロさん佐藤公治議員（左）と小島敏文議員事務所を訪問（広島）

仁木博文議員（左手前、右写真中央）と40分間の懇談（徳島）

厚労省へ向かって、熱い気持ちでシュプレヒコール

日比谷野音に集まった全厚労の仲間たち

声を上げれば、変えられる声を上げれば、変えられる

賃
上
げ
支
援
、報
酬
再
改
定
へ

地
元
選
出
議
員
を
訪
問・懇
談

動
い
て
、動
い
て
、動
い
て
！

動
い
て
、動
い
て
、動
い
て
！

動
い
て
、動
い
て
、動
い
て
！

動
い
て
、動
い
て
、動
い
て
！

新新
ポ
チ
ッ
と
学
習
15

ポ
チ
ッ
と
学
習
15

いのちまもる総行動で実感いのちまもる総行動で実感

所定内賃金：就業規則や労働協約、雇用契約などで定められて
いる休憩時間を除いた始業から終業までの所定労働時間にた
いして支払われる賃金のこと。月毎に変動しない基本給や資格
手当、通勤手当、家族手当、住宅手当等が含まれます。一方、所
定外賃金とは、所定時間外労働を行った際のいわゆる残業代や
早出・遅出手当、夜勤手当など、勤務によって変動することがあ
る賃金です。
加重平均賃金：加重平均とは値の重み（ウエイト）を加味した平
均の算出方法で、賃金で考えた場合、単組別回答を単組数で割
った単純平均とは違い、影響する組合員（職員）の人数を計算に
反映させることで、正確な一人当たりの賃金水準が分かります。
例えば、平均賃金24万円1,000人の組合と、26万円の200人
組合の単純平均賃金は、（24＋26）／２＝25万円となりますが、
加重平均では、（24×1,000＋26×200）／1200＝24.33万
円・・・、これが1,200人の正確な平均賃金となります。

労働組合用語集

９・26　職
場
改
善
の

ヒ
ン
ト
満
載

職
場
改
善
の

ヒ
ン
ト
満
載

https://www.zenkouro.org/

東京都台東区入谷
１－９－５
０３－３８７４－３５９１
０３－３８７４－３５９３

〒110-
0013
ＴＥＬ
ＦＡＸ

10・27衆院選
選挙に行こう
10・27衆院選
選挙に行こう

衆議院（前）議員に
緊急公開質問状
結果はこちら
投票の参考にして下さい

（1） 2024年10月20日 第528号全 厚 労 ニ ュ ー ス

https://www.zenkouro.org/?p=2402
https://www.zenkouro.org/?p=2389
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当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
15
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
８
月
号
の
答
え
は
「
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
」
で
、

当
選
倍
率
は
２
・
２
倍
（
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
、
読
者
の
声
計
15
名
当
選
）
で
し
た
。

つぶやき教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

　
新
年
度
に
な
り

組
合
の
新
し
い
役

員
に
な
ら
れ
た
方

も
多
く
み
え
る
と

思
い
ま
す
。

　
労
働
組
合
は
経

営
者
と
対
等
に
話

し
合
え
る
唯
一
の

存
在
で
す
。
労
働

条
件
や
労
働
環
境

の
改
善
に
は
交
渉

の
時
や
協
議
会
の

場
で
は
経
営
者
に

臆
す
る
こ
と
な
く
職
場
か
ら

出
て
き
た
問
題
を
し
っ
か
り

と
経
営
者
に
伝
え
る
こ
と
が

と
て
も
大
切
で
す
。
こ
れ
か

ら
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　（
Ｏ
Ｇ
）

　読者の声、聞かせて・教えて、クイズ答え
はすべてＱＲコードよりスマホから投稿できま
す。氏名・住所・希望景品（図書カード又
はクオカード）は必須事項です。

全厚労ツイッター
職場の声を
つぶやき中！

全厚労　
全国の活動を
ポスト中！

　生命保険のＣＭを見かけない日はなく、とりわけネッ
トで見積りを促す宣伝が増えています。生命保険文化セ
ンターの調査によれば、生命保険に加入した方の中で最
も多いのは家庭や職場を訪問する生保営業職から46％と
なっています。続いて生保や銀行などの窓口販売27％、
ネット販売は7％に留まっています。暮らしの中でも大
きな出費のため、対面・対話を通して加入するケースが
多いようです。
　医労連共済は、組合員・家族
を対象とした労働組合の助けあ
い制度です。対話での働きかけ
は労働組合が得意とするところ。
共済説明会を開催して、安い掛
金・大きな保障の医労連共済へ
の加入を勧めていきましょう。

医労連共済 対話の呼びかけで対話の呼びかけで

　
最
近
結
婚
し
ま
し
た
。
仕
事

と
家
庭
の
両
立
が
出
来
る
か
不

安
で
す
が
周
り
の
先
輩
方
を
見

習
っ
て
看
護
師
と
し
て
こ
れ
か

ら
も
頑
張
り
ま
す
。      

（
富
山
）

―
―
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
両
立
の
コ
ツ
は
、

仕
事
を
定
時
で
終
え
る
こ

と
。
労
働
組
合
活
動
は
生

活
を
支
え
ま
す
。  （
Ｈ
Ｔ
）

　
男
性
が
育
休
を
取
る
こ
と
に

よ
り
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
で
父
性
も
育
ち
、
奥
様

に
も
育
児
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る

機
会
だ
と
思
う
の
で
、
こ
れ
か

ら
た
く
さ
ん
の
男
性
の
方
に
育

休
を
取
得
し
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。                      

（
福
島
）

―
―
早
く
給
料
補
償
を
完
全
補

償
に
す
れ
ば
取
得
さ
れ
る

方
も
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

時
代
に
合
わ
せ
て
早
急
に

対
応
し
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。
　
　
　 （
Ｋ
Ｕ
）

　
帰
宅
が
だ
ん
だ
ん
薄
暗
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
暑
か
っ
た
夏

も
終
わ
り
、
今
年
も
あ
と
３
ヶ

月
。
な
の
に
今
年
の
目
標
は
道

半
ば…

残
り
３
ヶ
月
、
ラ
ス
ト

ス
パ
ー
ト
か
け
て
良
い
年
と
な

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
！

（
北
海
道
）

―
―
北
海
道
の
夏
は
短
い
と
聞

き
ま
す
。
夏
が
苦
手
な
私

は
北
海
道
が
憧
れ
で
す
。

目
標
が
何
か
知
り
た
い
で

す
。                  （
Ａ
Ｋ
）

　
最
近
あ
っ
た
良
い
こ
と
は
、

ク
オ
カ
ー
ド
が
当
た
っ
た
こ
と

で
す
！
他
県
の
皆
様
の
活
動
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
私
も
日
々

頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

(

徳
島
）

―
―
ニ
ュ
ー
ス
読
者
か
ら
の
声
、

励
み
に
な
り
ま
す
！
今
後

も
応
募
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
♪
　       

　（
Ｅ
Ｎ
）

頑張る仲間

　私は秋田県厚生連の雄勝中央病院で
看護師として働いている石垣理穂です。
全厚労看護委員を一生懸命頑張っていま
す。皆さんに優しくしていただき楽しく
活動しています。
　10月のナースウェーブでは看護師の実
態を訴え、看護師を増やすための署名活
動を行い、たくさんの方にアピールでき
とてもいい日になりました。集会も楽し
く実施でき、たくさんの仲間とまた来年
もぜひ参加したいです。これからも労働
環境改善に向けた取り組みを頑張ってい
きますのでよろしくお願いします。

　入職４年目の看護師の田中です。
　入職以降、鈴鹿厚生病院で精神科救急病
棟に勤務しています。日々、患者様の精神
状態の観察やどのように本人の持つ力を引
き出し、地域に帰ることが出来るかを考え
ながら働いています。
　組合活動は昨年度から三厚労青年委員と
して関わらせて頂き、今年度より部長を務
めさせていただきます。コロナによる行動
制限も緩和されつつあり、今後はもっと青
年部活動を盛り上げられるよう努力してい
きたいと思っています。

秋田　石垣理穂さん

三重　田中陽樹さん

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第200回は秋田・三重にお願い
しました。

【問題】「医療・介護・福祉に国の予算を増やせ！」の呼びかけで全厚労
も参加した9月26日・日比谷野外音楽堂で行われた総行動の名称は？

答え『 い □ □ □ □ る 』
紙面をヒントに答えを埋め、右QRコードまたは下記あて先へお送り
ください。

今月はキーワードクイズ♪今月はキーワードクイズ♪今月はキーワードクイズ♪

　
ま
ず
困
窮
し
た
の
は
シ
ン
グ

ル
マ
ザ
ー
、
若
者
、
高
齢
者
で

あ
る
。
親
子
心
中
ま
で
追
い
込

ま
れ
た
ヤ
ク
ル
ト
レ
デ
ィ
。
特

殊
詐
欺
の
受
け
子
に
な
っ
た
派

遣
労
働
者
の
若
い
女
性
と
高
齢

者
。
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
は
現
代
の

日
雇
い
で
あ
る
。
30
年
前
よ
り

高
い
貧
困
率
は
賃
金
が
上
が
ら

な
い
中
で
、
物
価
上
昇
し
て
い

る
の
だ
か
ら
当
然
の
こ
と
。

　
日
本
の
労
働
者
が
困
窮
し
た

背
景
に
は
、95
年「
新
時
代
の
日

本
的
経
営
」
を
当
時
の
日
経
連

（
現
経
団
連
）
が
提
唱
し
た
こ

と
に
始
ま
る
。
そ
れ
は
、
正
社

員
で
採
用
し
、
定
年
ま
で
働
く

と
い
う
〝
日
本
型
雇
用
〞
と
の

決
別
を
意
味
し
て
い
る
。
高
く

な
り
す
ぎ
た
人
件
費
を
削
減
す

る
目
的
で
あ
っ
た

が
、
30
年
か
け
て

非
正
規
を
拡
大
さ

せ
た
結
果
、
日
経

連
で
こ
の
提
言
を

作
っ
た
者
は
、「
や

り
過
ぎ
た
」
と
振

り
返
る
最
悪
の
事

態
に
な
っ
て
い
る
。

経
営
側
も
景
気
が

悪
く
な
れ
ば
（
リ

ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

等
）
派
遣
切
り
な

ど
労
働
の
〝
部
品

化（
商
品
化
）〞
が

進
ん
だ
。
人
を
モ
ノ
と
し
て
扱

う
こ
と
に
（
戦
中
の
よ
う
に
）

躊
躇
し
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら

２
０
０
８
年
の
派
遣
切
り
に
つ

な
が
り
日
比
谷
公
園
が
派
遣
村

の
舞
台
と
な
っ
た
。

　
非
正
規
が
大
幅
に
増
え
た
結

果
と
し
て
日
本
の
労
働
者
賃
金

は
低
下
し
、〝
安
い
国
〞
に
な

っ
た
。
最
賃
、
実
質
賃
金
、
ど

の
項
目
を
見
て
も
、 

Ｇ
７
な
ど

主
要
国
の
中
で
は
最
低
レ
ベ
ル

賃
金
水
準
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
一
方
大
企
業
は
内
部
留
保
を

大
幅
に
増
や
し
、
20
年
間
で
約

３
倍
に
。 

95
年
か
ら
少
子
高
齢

化
の
流
れ
は
明
ら
か
だ
っ
た
の

に
、
非
正
規
を
増
や
し
労
働
者

か
ら
安
定
し
た
賃
金
を
奪
う
こ

と
を
や
っ
た
為
、
少
子
高
齢
化

が
加
速
し
、
人
手
不
足
で
仕
事

が
あ
っ
て
も
人
が
い
な
い
よ
う

な
状
況
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
一
方
、
外
国
人
労
働
者
の

移
民
を
拒
み
、
人
権
を
蔑
ろ
に

す
る
よ
う
な
政
策
を
続
け
た
結

果
、
円
安
も
あ
り
、
安
い
日
本

は
〝
選
ば
れ
な
い
国
〞
に
な
っ

た
。

　
外
国
の
賃
金
の
伸
び
と
日
本

と
の
決
定
的
な
違
い
は
政
権
交

代
の
有
無
だ
と
感
じ
る
。自
民
・

公
明
が
権
力
を
握
り
続
け
る
こ

と
で
大
企
業
・
財
界
の
利
益
の

み
を
代
弁
し
た
結
果
〝
公
平

な
分
配
〞
が
阻
害
さ
れ
て
き
た
。

　
内
向
き
の
運
動
を
続
け
た

（
企
業
別
組
合
）
ゆ
え
に
労
働

運
動
が
社
会
的
に
広
が
り
を
作

る
こ
と
が
出
来
ず
、
市
民
に
労

働
組
合
の
役
割
や
姿
が
見
え
な

い
。
市
民
に
は
既
得
権
に
し
が

み
つ
く
グ
ル
ー
プ
と
見
ら
れ
、

大
阪
維
新
に
よ
る
労
組
叩
き
に

は
市
民
が
拍
手
、
維
新
が
人
気

を
博
す
結
果
に
も
な
っ
た
。
ス

ト
ラ
イ
キ
に
も〝
迷
惑
〞と
の
視

線
が
注
が
れ
た
。
連
合
・
産
別

【ストを成功に導いた要因】
　そごう・西武労組はスト前に店
頭で市民に向けて売却阻止を求め
る署名活動を実施。集めた署名を
地元自治体（豊島区）へ持って行
き、首長に働きかけた。自分たち
の雇用問題であるが、それをメイ
ンにするのではなく「池袋に百貨
店を残せるかの問題」と社会的課
題に持ち上げ、地域、自治体との
連携を模索した。スト当日のビラ
や横断幕のスローガンは「私たち
の雇用を守って」ではなく「池袋
に百貨店の文化を残そう」とアピ
ールした。

【理解ある社会運動に】
　そごう・西武の闘いは地域・客
との連携を模索し社会的な労働運
動に持っていったように、ストライ
キを組合だけの課題とせず、地域・
市民グループを巻き込んだ（理解
を得る）社会的労働運動が求めら
れる。社会運動と結びついた労働
運動でなければ、変革や勝利をつ
かみとることは難しい。逆に社会
的な労働運動に広げていくことが、
労働運動の再生への希望となる。
全厚労も社会的労働運動へと昇華
して目指すことがストライキ成功へ
のカギとなり、希望となる。

　
９
月
26
日
、
日
比
谷
図
書
文
化
館
に
て
、
全
厚
労
は
24
秋
闘
決

起
集
会
を
開
催
。
記
念
講
演
と
し
て
毎
日
新
聞
社
記
者
、
東
海
林

智
さ
ん
に
労
働
組
合
へ
の
エ
ー
ル
と
な
る
話
と
し
て
、「
普
通
に

働
い
て
も
普
通
に
暮
ら
せ
な
い
こ
の
国
を
変
え
る
」
と
題
し
、
昨

今
の
日
本
の
労
働
運
動
の
現
状
か
ら
問
題
点
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
事

例
を
記
者
の
目
線
か
ら
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

に
よ
る
、
積
極
的
な
ス
ト
の
封

印
の
影
響
も
あ
る
。
ス
ト
を
す

る
組
合
に〝
古
い
運
動
〞〝
左
翼
〞

の
レ
ッ
テ
ル
貼
り
を
し
て
、
連

合
会
長
時
代
の
古
賀
伸
明
氏
は

春
闘
会
見
で
「
ス
ト
は
時
代
遅

れ
」
と
鼻
で
嗤
っ
た
。

　
厚
労
省
調
査
で
ス
ト
ラ
イ
キ

の
実
施
件
数
は
、
１
９
７
４
年

の
５
１
９
７
件
を
ピ
ー
ク
に
減

少
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。
81

年
に
１
０
０
０
件
を
割
り
、
連

合
結
成
後
、
労
使
協
調
路
線
が

推
進
さ
れ
、
さ
ら
に
激
減
。
近

年
は
30
件
台
に
な
る
。

　
全
労
連
が
23
春
闘
で
「
ス
ト

ラ
イ
キ
戦
術
」
を
改
め
て
提
起

し
ス
ト
を
打
て
る
組
合
に
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
よ
う
と
呼
び

か
け
１
５
０
０
以
上
の
組
合
が

ス
ト
権
を
確
立
し
交
渉
に
臨
ん

だ
。
全
医
労
が
40
年
ぶ
り
の
全

国
ス
ト
を
行
い
話
題
に
な
り
24

春
闘
で
も
そ
の
路
線
を
強
化
し

た
。
ス
ト
の
打
て
る
組
合
に
す

る
こ
と
で
組
織
強
化
を
図
る
こ

と
が
大
事
で
あ
る
。

　
ス
ト
を
打
つ
た
め
に
は
組
織

内
討
議
や
準
備
な
ど
相
当
な
労

力
と
対
話
が
必
要
で
あ
る
。
や

り
き
る
こ
と
が
組
織
強
化
に
つ

な
が
る
。

　
連
合
傘
下
の
そ
ご
う
・
西
武

百
貨
店
の
労
組
（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ

ン
加
盟
）
が
昨
年
８
月
31
日
に

池
袋
本
店
で
約
９
０
０
人
の
同

店
組
合
員
が
１

日
の
ス
ト
に
突

入
（
大
規
模
百

貨
店
で
は
阪
神

百
貨
店
以
来
61

年
ぶ
り
の
ス
ト
）

を
決
行
す
る
。 

会
社
法
の
改
正

で
Ｈ
Ｄ
化
な
ど

会
社
組
織
が
複

雑
化
す
る
中
、

団
交
権
が
無
力

化
さ
れ
、
労
使

協
調
路
線
で
会

社
に〝
理
解
〞を
示
し
て
も
、
自

ら
の
雇
用
す
ら
不
透
明
で
労
組

の
存
在
意
義
が
問
わ
れ
る
中
で
、

ス
ト
で
対
抗
す
る
決
断
を
し
た
。

ス
ト
の
効
果
と
し
て
、
ス
ト
権

を
立
て
る
前
の
団
交
で
は一切
で

て
こ
な
か
っ
た
売
却
に
関
わ
る
情

報
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
セ

ブ
ン
＆
ア
イ
の
井
阪
社
長
を
始
め

幹
部
が
団
交
に
出
席
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ス
ト
の
反
応
は
「
ス

ト
は
迷
惑
」
が
定
番
で
あ
る
が
、

市
民
の
多
く
は
好
意
的
で
労
組

の
デ
モ
に
は
拍
手
も
湧
い
た
。 

（
文
責
・
編
集
部
）

23
年
３
月
の
国
立
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
で
の
ス
ト
ラ
イ
キ

マスコミも注目した西武百貨店のスト

東海林智さん

厚労省の資料より
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当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
15
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
８
月
号
の
答
え
は
「
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
」
で
、

当
選
倍
率
は
２
・
２
倍
（
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
、
読
者
の
声
計
15
名
当
選
）
で
し
た
。

つぶやき教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

　
新
年
度
に
な
り

組
合
の
新
し
い
役

員
に
な
ら
れ
た
方

も
多
く
み
え
る
と

思
い
ま
す
。

　
労
働
組
合
は
経

営
者
と
対
等
に
話

し
合
え
る
唯
一
の

存
在
で
す
。
労
働

条
件
や
労
働
環
境

の
改
善
に
は
交
渉

の
時
や
協
議
会
の

場
で
は
経
営
者
に

臆
す
る
こ
と
な
く
職
場
か
ら

出
て
き
た
問
題
を
し
っ
か
り

と
経
営
者
に
伝
え
る
こ
と
が

と
て
も
大
切
で
す
。
こ
れ
か

ら
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　（
Ｏ
Ｇ
）

　読者の声、聞かせて・教えて、クイズ答え
はすべてＱＲコードよりスマホから投稿できま
す。氏名・住所・希望景品（図書カード又
はクオカード）は必須事項です。

全厚労ツイッター
職場の声を
つぶやき中！

全厚労　
全国の活動を
ポスト中！

　生命保険のＣＭを見かけない日はなく、とりわけネッ
トで見積りを促す宣伝が増えています。生命保険文化セ
ンターの調査によれば、生命保険に加入した方の中で最
も多いのは家庭や職場を訪問する生保営業職から46％と
なっています。続いて生保や銀行などの窓口販売27％、
ネット販売は7％に留まっています。暮らしの中でも大
きな出費のため、対面・対話を通して加入するケースが
多いようです。
　医労連共済は、組合員・家族
を対象とした労働組合の助けあ
い制度です。対話での働きかけ
は労働組合が得意とするところ。
共済説明会を開催して、安い掛
金・大きな保障の医労連共済へ
の加入を勧めていきましょう。

医労連共済 対話の呼びかけで対話の呼びかけで

　
最
近
結
婚
し
ま
し
た
。
仕
事

と
家
庭
の
両
立
が
出
来
る
か
不

安
で
す
が
周
り
の
先
輩
方
を
見

習
っ
て
看
護
師
と
し
て
こ
れ
か

ら
も
頑
張
り
ま
す
。      
（
富
山
）

―
―
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
両
立
の
コ
ツ
は
、

仕
事
を
定
時
で
終
え
る
こ

と
。
労
働
組
合
活
動
は
生

活
を
支
え
ま
す
。  （
Ｈ
Ｔ
）

　
男
性
が
育
休
を
取
る
こ
と
に

よ
り
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
で
父
性
も
育
ち
、
奥
様

に
も
育
児
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る

機
会
だ
と
思
う
の
で
、
こ
れ
か

ら
た
く
さ
ん
の
男
性
の
方
に
育

休
を
取
得
し
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。                      

（
福
島
）

―
―
早
く
給
料
補
償
を
完
全
補

償
に
す
れ
ば
取
得
さ
れ
る

方
も
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

時
代
に
合
わ
せ
て
早
急
に

対
応
し
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。
　
　
　 （
Ｋ
Ｕ
）

　
帰
宅
が
だ
ん
だ
ん
薄
暗
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
暑
か
っ
た
夏

も
終
わ
り
、
今
年
も
あ
と
３
ヶ

月
。
な
の
に
今
年
の
目
標
は
道

半
ば…

残
り
３
ヶ
月
、
ラ
ス
ト

ス
パ
ー
ト
か
け
て
良
い
年
と
な

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
！

（
北
海
道
）

―
―
北
海
道
の
夏
は
短
い
と
聞

き
ま
す
。
夏
が
苦
手
な
私

は
北
海
道
が
憧
れ
で
す
。

目
標
が
何
か
知
り
た
い
で

す
。                  （
Ａ
Ｋ
）

　
最
近
あ
っ
た
良
い
こ
と
は
、

ク
オ
カ
ー
ド
が
当
た
っ
た
こ
と

で
す
！
他
県
の
皆
様
の
活
動
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
私
も
日
々

頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

(

徳
島
）

―
―
ニ
ュ
ー
ス
読
者
か
ら
の
声
、

励
み
に
な
り
ま
す
！
今
後

も
応
募
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
♪
　       

　（
Ｅ
Ｎ
）

頑張る仲間

　私は秋田県厚生連の雄勝中央病院で
看護師として働いている石垣理穂です。
全厚労看護委員を一生懸命頑張っていま
す。皆さんに優しくしていただき楽しく
活動しています。
　10月のナースウェーブでは看護師の実
態を訴え、看護師を増やすための署名活
動を行い、たくさんの方にアピールでき
とてもいい日になりました。集会も楽し
く実施でき、たくさんの仲間とまた来年
もぜひ参加したいです。これからも労働
環境改善に向けた取り組みを頑張ってい
きますのでよろしくお願いします。

　入職４年目の看護師の田中です。
　入職以降、鈴鹿厚生病院で精神科救急病
棟に勤務しています。日々、患者様の精神
状態の観察やどのように本人の持つ力を引
き出し、地域に帰ることが出来るかを考え
ながら働いています。
　組合活動は昨年度から三厚労青年委員と
して関わらせて頂き、今年度より部長を務
めさせていただきます。コロナによる行動
制限も緩和されつつあり、今後はもっと青
年部活動を盛り上げられるよう努力してい
きたいと思っています。

秋田　石垣理穂さん

三重　田中陽樹さん

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第200回は秋田・三重にお願い
しました。

【問題】「医療・介護・福祉に国の予算を増やせ！」の呼びかけで全厚労
も参加した9月26日・日比谷野外音楽堂で行われた総行動の名称は？

答え『 い □ □ □ □ る 』
紙面をヒントに答えを埋め、右QRコードまたは下記あて先へお送り
ください。

今月はキーワードクイズ♪今月はキーワードクイズ♪今月はキーワードクイズ♪

　
ま
ず
困
窮
し
た
の
は
シ
ン
グ

ル
マ
ザ
ー
、
若
者
、
高
齢
者
で

あ
る
。
親
子
心
中
ま
で
追
い
込

ま
れ
た
ヤ
ク
ル
ト
レ
デ
ィ
。
特

殊
詐
欺
の
受
け
子
に
な
っ
た
派

遣
労
働
者
の
若
い
女
性
と
高
齢

者
。
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
は
現
代
の

日
雇
い
で
あ
る
。
30
年
前
よ
り

高
い
貧
困
率
は
賃
金
が
上
が
ら

な
い
中
で
、
物
価
上
昇
し
て
い

る
の
だ
か
ら
当
然
の
こ
と
。

　
日
本
の
労
働
者
が
困
窮
し
た

背
景
に
は
、95
年「
新
時
代
の
日

本
的
経
営
」
を
当
時
の
日
経
連

（
現
経
団
連
）
が
提
唱
し
た
こ

と
に
始
ま
る
。
そ
れ
は
、
正
社

員
で
採
用
し
、
定
年
ま
で
働
く

と
い
う
〝
日
本
型
雇
用
〞
と
の

決
別
を
意
味
し
て
い
る
。
高
く

な
り
す
ぎ
た
人
件
費
を
削
減
す

る
目
的
で
あ
っ
た

が
、
30
年
か
け
て

非
正
規
を
拡
大
さ

せ
た
結
果
、
日
経

連
で
こ
の
提
言
を

作
っ
た
者
は
、「
や

り
過
ぎ
た
」
と
振

り
返
る
最
悪
の
事

態
に
な
っ
て
い
る
。

経
営
側
も
景
気
が

悪
く
な
れ
ば
（
リ

ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

等
）
派
遣
切
り
な

ど
労
働
の
〝
部
品

化（
商
品
化
）〞
が

進
ん
だ
。
人
を
モ
ノ
と
し
て
扱

う
こ
と
に
（
戦
中
の
よ
う
に
）

躊
躇
し
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら

２
０
０
８
年
の
派
遣
切
り
に
つ

な
が
り
日
比
谷
公
園
が
派
遣
村

の
舞
台
と
な
っ
た
。

　
非
正
規
が
大
幅
に
増
え
た
結

果
と
し
て
日
本
の
労
働
者
賃
金

は
低
下
し
、〝
安
い
国
〞
に
な

っ
た
。
最
賃
、
実
質
賃
金
、
ど

の
項
目
を
見
て
も
、 

Ｇ
７
な
ど

主
要
国
の
中
で
は
最
低
レ
ベ
ル

賃
金
水
準
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
一
方
大
企
業
は
内
部
留
保
を

大
幅
に
増
や
し
、
20
年
間
で
約

３
倍
に
。 

95
年
か
ら
少
子
高
齢

化
の
流
れ
は
明
ら
か
だ
っ
た
の

に
、
非
正
規
を
増
や
し
労
働
者

か
ら
安
定
し
た
賃
金
を
奪
う
こ

と
を
や
っ
た
為
、
少
子
高
齢
化

が
加
速
し
、
人
手
不
足
で
仕
事

が
あ
っ
て
も
人
が
い
な
い
よ
う

な
状
況
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
一
方
、
外
国
人
労
働
者
の

移
民
を
拒
み
、
人
権
を
蔑
ろ
に

す
る
よ
う
な
政
策
を
続
け
た
結

果
、
円
安
も
あ
り
、
安
い
日
本

は
〝
選
ば
れ
な
い
国
〞
に
な
っ

た
。

　
外
国
の
賃
金
の
伸
び
と
日
本

と
の
決
定
的
な
違
い
は
政
権
交

代
の
有
無
だ
と
感
じ
る
。自
民
・

公
明
が
権
力
を
握
り
続
け
る
こ

と
で
大
企
業
・
財
界
の
利
益
の

み
を
代
弁
し
た
結
果
〝
公
平

な
分
配
〞
が
阻
害
さ
れ
て
き
た
。

　
内
向
き
の
運
動
を
続
け
た

（
企
業
別
組
合
）
ゆ
え
に
労
働

運
動
が
社
会
的
に
広
が
り
を
作

る
こ
と
が
出
来
ず
、
市
民
に
労

働
組
合
の
役
割
や
姿
が
見
え
な

い
。
市
民
に
は
既
得
権
に
し
が

み
つ
く
グ
ル
ー
プ
と
見
ら
れ
、

大
阪
維
新
に
よ
る
労
組
叩
き
に

は
市
民
が
拍
手
、
維
新
が
人
気

を
博
す
結
果
に
も
な
っ
た
。
ス

ト
ラ
イ
キ
に
も〝
迷
惑
〞と
の
視

線
が
注
が
れ
た
。
連
合
・
産
別

【ストを成功に導いた要因】
　そごう・西武労組はスト前に店
頭で市民に向けて売却阻止を求め
る署名活動を実施。集めた署名を
地元自治体（豊島区）へ持って行
き、首長に働きかけた。自分たち
の雇用問題であるが、それをメイ
ンにするのではなく「池袋に百貨
店を残せるかの問題」と社会的課
題に持ち上げ、地域、自治体との
連携を模索した。スト当日のビラ
や横断幕のスローガンは「私たち
の雇用を守って」ではなく「池袋
に百貨店の文化を残そう」とアピ
ールした。

【理解ある社会運動に】
　そごう・西武の闘いは地域・客
との連携を模索し社会的な労働運
動に持っていったように、ストライ
キを組合だけの課題とせず、地域・
市民グループを巻き込んだ（理解
を得る）社会的労働運動が求めら
れる。社会運動と結びついた労働
運動でなければ、変革や勝利をつ
かみとることは難しい。逆に社会
的な労働運動に広げていくことが、
労働運動の再生への希望となる。
全厚労も社会的労働運動へと昇華
して目指すことがストライキ成功へ
のカギとなり、希望となる。

　
９
月
26
日
、
日
比
谷
図
書
文
化
館
に
て
、
全
厚
労
は
24
秋
闘
決

起
集
会
を
開
催
。
記
念
講
演
と
し
て
毎
日
新
聞
社
記
者
、
東
海
林

智
さ
ん
に
労
働
組
合
へ
の
エ
ー
ル
と
な
る
話
と
し
て
、「
普
通
に

働
い
て
も
普
通
に
暮
ら
せ
な
い
こ
の
国
を
変
え
る
」
と
題
し
、
昨

今
の
日
本
の
労
働
運
動
の
現
状
か
ら
問
題
点
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
事

例
を
記
者
の
目
線
か
ら
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

に
よ
る
、
積
極
的
な
ス
ト
の
封

印
の
影
響
も
あ
る
。
ス
ト
を
す

る
組
合
に〝
古
い
運
動
〞〝
左
翼
〞

の
レ
ッ
テ
ル
貼
り
を
し
て
、
連

合
会
長
時
代
の
古
賀
伸
明
氏
は

春
闘
会
見
で
「
ス
ト
は
時
代
遅

れ
」
と
鼻
で
嗤
っ
た
。

　
厚
労
省
調
査
で
ス
ト
ラ
イ
キ

の
実
施
件
数
は
、
１
９
７
４
年

の
５
１
９
７
件
を
ピ
ー
ク
に
減

少
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。
81

年
に
１
０
０
０
件
を
割
り
、
連

合
結
成
後
、
労
使
協
調
路
線
が

推
進
さ
れ
、
さ
ら
に
激
減
。
近

年
は
30
件
台
に
な
る
。

　
全
労
連
が
23
春
闘
で
「
ス
ト

ラ
イ
キ
戦
術
」
を
改
め
て
提
起

し
ス
ト
を
打
て
る
組
合
に
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
よ
う
と
呼
び

か
け
１
５
０
０
以
上
の
組
合
が

ス
ト
権
を
確
立
し
交
渉
に
臨
ん

だ
。
全
医
労
が
40
年
ぶ
り
の
全

国
ス
ト
を
行
い
話
題
に
な
り
24

春
闘
で
も
そ
の
路
線
を
強
化
し

た
。
ス
ト
の
打
て
る
組
合
に
す

る
こ
と
で
組
織
強
化
を
図
る
こ

と
が
大
事
で
あ
る
。

　
ス
ト
を
打
つ
た
め
に
は
組
織

内
討
議
や
準
備
な
ど
相
当
な
労

力
と
対
話
が
必
要
で
あ
る
。
や

り
き
る
こ
と
が
組
織
強
化
に
つ

な
が
る
。

　
連
合
傘
下
の
そ
ご
う
・
西
武

百
貨
店
の
労
組
（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ

ン
加
盟
）
が
昨
年
８
月
31
日
に

池
袋
本
店
で
約
９
０
０
人
の
同

店
組
合
員
が
１

日
の
ス
ト
に
突

入
（
大
規
模
百

貨
店
で
は
阪
神

百
貨
店
以
来
61

年
ぶ
り
の
ス
ト
）

を
決
行
す
る
。 

会
社
法
の
改
正

で
Ｈ
Ｄ
化
な
ど

会
社
組
織
が
複

雑
化
す
る
中
、

団
交
権
が
無
力

化
さ
れ
、
労
使

協
調
路
線
で
会

社
に〝
理
解
〞を
示
し
て
も
、
自

ら
の
雇
用
す
ら
不
透
明
で
労
組

の
存
在
意
義
が
問
わ
れ
る
中
で
、

ス
ト
で
対
抗
す
る
決
断
を
し
た
。

ス
ト
の
効
果
と
し
て
、
ス
ト
権

を
立
て
る
前
の
団
交
で
は一切
で

て
こ
な
か
っ
た
売
却
に
関
わ
る
情

報
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
セ

ブ
ン
＆
ア
イ
の
井
阪
社
長
を
始
め

幹
部
が
団
交
に
出
席
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ス
ト
の
反
応
は
「
ス

ト
は
迷
惑
」
が
定
番
で
あ
る
が
、

市
民
の
多
く
は
好
意
的
で
労
組

の
デ
モ
に
は
拍
手
も
湧
い
た
。 

（
文
責
・
編
集
部
）

23
年
３
月
の
国
立
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
で
の
ス
ト
ラ
イ
キ

マスコミも注目した西武百貨店のスト

東海林智さん
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広
厚
労
は
24
春
闘
で
１
万
円

ベ
ア
を
達
成
し
、
全
国
の
労
組

の
仲
間
を
勇
気
づ
け
る
成
果
で

し
た
。
そ
の
秘
密
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
？
広
厚
労
定
期
大
会
に

参
加
し
て
感
じ
た
の
は
、
執
行

部
員
同
士
の
仲
の
良
さ
と
お
互

い
を
信
頼
し
て
い
る
団
結
力
の

強
さ
に
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
地
道
に
現
場
の
声
を

聞
き
す
ぐ
に
行
動
す
る
組
合
活

動
の
基
本
を
き
ち
ん
と
行
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。
定
期
大
会
終

了
後
に
す
ぐ
に
地
元
議
員
要
請

に
訪
れ
る
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良

さ
も
あ
り
ま
す
。

　
定
期
大
会
中
は
執
行
部
の
説

明
を
真
剣
に
聞
い
て
い
る
組
合

員
の
表
情
か
ら
も
執
行
部
を
信

頼
し
て
頼
り
に
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
現
場
で
起
こ

る
諸
問
題
を
執
行
部
が
対
処

し
、
き
ち
ん
と
団
交
を
行
い
、

解
決
に
導
い
て
い
る
姿
が
見
え

　
９
月
28
日
、
第
77
回
秋
厚
労

定
期
大
会
が
、
秋
田
県
中
央
区

老
人
福
祉
総
合
エ
リ
ア
・
多
目

的
ホ
ー
ル
に
て
９
支
部
と
本
部

を
合
わ
せ
80
名
の
参
加
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
議
案
提
案
と
共
に

各
専
門
部
か
ら
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
女
性
や
青
年
部
、
看

護
改
善
委
員
会
等
か
ら
は
、
交

流
の
重
要
性
に
重
き
を
置
い
た

活
動
や
全
厚
労
と
の
共
同
の
取

り
組
み
が
報
告
さ
れ
、
教
育
宣

伝
部
か
ら
は
、
公
式
ラ
イ
ン
の

活
用
や
、
新
入
組
合
員
向
け
の

学
習
の
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
活
発
な
秋
闘
要
求

討
議
と
各
支
部
か
ら
の
議
案
討

論
を
行
い
、
全
て
の
議
案
が
満

場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
は
進
藤
侑
執
行
委
員
長

の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
締
め
く

く
ら
れ
ま
し
た
。

　
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
特
に
印

象
深
か
っ
た
こ
と
が
２
点
あ
り

ま
す
。
１
つ
は
畠
輝
義

書
記
長
の
総
括
と
方
針

提
案
で
す
。
医
療
情
勢

や
病
院
経
営
に
つ
い
て

数
字
を
示
し
な
が
ら
の

丁
寧
な
解
説
を
交
え
た

総
括
と
、
全
国
の
厚
生

連
病
院
や
組
合
運
動
の

歴
史
や
変
遷
を
ふ
ま
え

た
方
針
提
案
は
、
是
非

全
国
の
皆
さ
ん
に
も
聞

い
て
頂
き
た
い
提
案
で

あ
り
ま
し
た
。

　
２
つ
目
は
秋
闘
の
要

求
討
議
で
す
。
10
の
要

求
案
に
対
し
て
、
９
支

部
が
活
発
に
意
見
を
出

し
合
い
要
求
を
す
り
合

わ
せ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
支
部
が
意
見
を
伝
え
、
お

互
い
を
理
解
し
要
求
を
練
り
上

げ
て
い
く
姿
に
は
、
秋
厚
労
の

組
合
運
動
の
力
強
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
多
く
の
学
び
を
頂
い
た

１
日
と
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
全
厚
労

　岡
野
学

　記
）

　
10
月
６
日
、
磐
梯
熱
海
温
泉

「
ホ
テ
ル
華
の
湯
」
に
て
、
福

厚
労
第
77
回
定
期
大
会
が
開
催

さ
れ
、
63
名
（
＋
委
任
状
32
枚
）

が
参
加
し
ま
し
た
。
総
括
・
方

針
（
案
）
は
佐
々
木
書
記
長
が

議
案
書
と
ス
ラ
イ
ド
で
提
案
。

タ
オ
ル
で
汗
を
ふ
き
ふ
き
し
な

が
ら
、
日
本
医
労
連
看
護
要
求

実
現
全
国
交
流
集
会
で
印
象
に

残
っ
た
言
葉
と
し
て
「
未
来
は

私
達
の
運
動
で
つ
く
る
」
と
述

べ
、
署
名
活
動
に
力
を
入
れ
る

こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

　
討
論
は
、
支
部
ご
と
に
職
場

の
課
題
が
中
心
の
発
言
で
し

た
。
発
言
通
告
集
と
し
て
配
布

さ
れ
て
お
り
、
全
組
合
員
で
共

有
す
る
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
討
論
を
受
け
執
行
部
は
、

「
各
支
部
共

通
の
課
題
は

人
員
不
足
。

署
名
運
動
を

通
し
て
県
や

国
に
訴
え
て

い
く
事
が
大

事
」
と
ま
と

め
ま
し
た
。

　
最
後
に
、

退
任
す
る
執
行
委
員
か
ら
挨
拶

が
あ
り
、「
み
ん
な
の
想
い
を

く
み
と
る
こ
と
を
が
ん
ば
っ
た
」

「
こ
こ
で
働
く
メ
リ
ッ
ト
を
聞
か

れ
、
労
働
組
合
が

あ
る
と
こ
ろ
と
答

え
た
」
と
役
員
と

し
て
の
活
動
を
振

り
返
り
ま
し
た
。

　
齋
藤
執
行
委
員

長
は
退
任
者
の
言

葉
に
「
な
ん
で
す

ぐ
に
感
動
し
ち
ゃ

う
ん
だ
ろ…

」
と

声
を
震
わ
せ
旧
役

員
に
感
謝
の
言
葉

を
送
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
会
場
全

体
に
響
く
声
で

「
労
働
組
合
は
み
ん

な
で
や
る
も
の
な
の

で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　
現
状
の
課
題
と

る
か
ら
だ
と
思
い
ま
し
た
。
広

厚
労
が
24
秋
闘
か
ら
も
継
続
し

て
全
厚
労
を
牽
引
す
る
存
在
で

あ
る
こ
と
を
確
信
し
尾
道
の
地

を
後
に
し
ま
し
た
。

（
全
厚
労

　大
栗
陽

　記
）

運
動
の
方
向
性
を
共
有
し
、
一

人
ひ
と
り
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
上
が
る
大
会
で
し
た
。

（
全
厚
労

　畠
輝
義

　記
）

挨
拶
を
す
る
高
本
奉
彦
執
行
委
員
長秋厚労定期大会　満場一致で方針採択

福厚労定期大会　団結ガンバロー

挨拶をする畠副執行委員長

広島
「
動
い
て
、動
い
て
、動
い
て
」

「
動
い
て
、動
い
て
、動
い
て
」

秋田
活
発
な
秋
闘
要
求
討
議
で

春
闘
に
繋
が
る
秋
闘
へ
団
結
固
め
る

活
発
な
秋
闘
要
求
討
議
で

春
闘
に
繋
が
る
秋
闘
へ
団
結
固
め
る

福島

こ
こ
で
働
く
メ
リ
ッ
ト
は

労
働
組
合
が
あ
る
と
こ
ろ

こ
こ
で
働
く
メ
リ
ッ
ト
は

労
働
組
合
が
あ
る
と
こ
ろ

　「
す
べ
て
心
の
も
ち
よ
う
ひ
と

つ
」は
日
本
を
代
表
す
る
実
業
家
、

渋
沢
栄
一
の
名
言
の
一
つ
で
す
。

新
一
万
円
札
の
肖
像
画
の
人
物

と
し
て
、
よ
り
身
近
な
人
物
に

な
り
ま
し
た
ね
。

　
こ
の
名
言
は
、
世
間
で
起
こ

る
す
べ
て
の
こ
と
は
心
構
え
一
つ
で

良
く
も
悪
く
も
な
る
と
い
う
意

味
で
す
。
例
え
ば
、
仕
事
で
他

社
と
の
交
渉
が
決
裂
し
た
と
し

ま
し
ょ
う
。
絶
望
的
に
な
り
「
今

ま
で
の
努
力
が
実
を
結
ば
な
か
っ

た
」「
自
分
の
評
価
も
下
が
る
に

ち
が
い
な
い
」
と
思
う
人
も
い
れ

ば
、「
〇
社
の
求
め
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
」「
〇
さ
ん
と
親
し

く
な
れ
た
」
と
次
の
機
会
に
つ
な

げ
よ
う
と
考
え
る
人
も
い
ま
す
。

起
き
た
事
実
は
変
わ
ら
な
く
て

も
、
捉
え
方
で
状
況
が
変
わ
り

ま
す
。

　
悲
観
的
な
考
え
方

か
ら
脱
出
す
る
方
法

と
し
て
「
良
い
こ
と
日

記
」
を
お
勧
め
し
ま
す
。

眠
る
前
に
三
つ
だ
け
、

１
日
の
中
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る

こ
と
を
書
き
出
す
だ
け
で
す
。

面
倒
で
あ
れ
ば
思
い
出
す
だ
け

で
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
さ
て
、
皆

さ
ん
は
、
ぱ
っ
と
思
い
浮
か
び
ま

す
か
？

　「
毎
日
そ
ん
な
に
い
い
こ
と
が

あ
る
わ
け
が
な
い
」
と
思
わ
な
い

で
く
だ
さ
い
。「
帰
り
の
道
が
す

い
て
い
た
」「
ラ
ン
チ
で
食
べ
た
魚

が
お
い
し
か
っ
た
」
な
ど
、
何
で

も
構
い
ま
せ
ん
。

　
悲
観
的
な
考
え
方
に
傾
き
や

「
良
い
こ
と
日
記
」の
す
す
め

（
11
）

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

心
の
相
談
室

山本晴義先生

す
い
人
は
、「
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
成
功
さ
せ
た
」「
子
ど
も
が

第
一
志
望
の
学
校
に
合
格
し
た
」

な
ど
大
き
な
出
来
事
し
か
成
功

と
認
知
し
な
い
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
そ
ん
な
成
功
は

人
生
で
何
度
も
訪
れ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

考
え
る
人
は
小
さ
な
こ
と
を
成

功
と
捉
え
る
こ
と
が
上
手
で
す
。

　
さ
て
、「
良
い
こ
と
日
記
」
は
、

眠
る
前
に
書
く
の
が
最
も
効
果

的
で
す
。
就
寝
前
の
30
分
で
得

ら
れ
た
情
報
を
脳
は
睡
眠
中
に

処
理
し
て
い
く
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。「
小
さ
な
こ
と
で
も
よ
い
こ

と
が
結
構
あ
っ
た
な
」
と
思
い
な

が
ら
眠
り
に
つ
き
ま
し
ょ
う
。

各県定期大会に参加してきました（その3）各県定期大会に参加してきました（その3）
要求達成の秘密とは要求達成の秘密とは

広島・秋田・福島広島・秋田・福島
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